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逮
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っ
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ま
っ
た
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は
な
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こ
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国
政
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迷
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と
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滋
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中
ぜ
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ま
す
e

ゴ
ミ
附
帆
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成
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町
式
典
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、
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一

間
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十
五
日
的
成
人
的
自
に
行
な

一
わ
札
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年

一
は
会
場
企
ど
の
都
合
に
よ
り
と

一
り
や
め
る
こ
と
と
な
号
、
来
年

…
も
肉
緩
め
滋
胤
で
こ
札
を
と
。

一
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、
間
開
発
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ト
九
段
に
ゆ
隣
人

一
の
つ
ど
い
的
影
で
柳
内
線
い
た
し

…
た
い
と
添
い
ま
す
の
で
、
お
い
湖

一
ら
せ
す
る
と
と
も
に
ご

γ承
い

一
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
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た
、
成
人
と
な
ら
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た
方

一
々
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統
制
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す
る
窓
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か
ら
、

一
月
十
五
日
υ
の
「
成
人
的
日
」
ま

一
で
に
、
市
W
H
棋
な
ど
の
お
祝
い
と

二
滋
陥
則
的
こ
と
ば
を
冊
子
に
し
て

知
船
念
ふ
と
と
も
に
お
鰯

q
す
る

び
と
と
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
目
、
ご
一
十
紙
柄
拘
ム
チ

一
弘
緩
い
と
観
す
る
後
文
金
募
集
L

E
ま
し
た
が
、
路
線
者
が
大
変
少

l
l

な
〈
内
務
的
に
乏
し
か
っ
た
た

義
的
、
後
表
会
を
間
関
〈
い
い
巡
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
‘
来
年
も
務
総

?
と
必
り
務
築
い
た
し
ま
す
的

で
宅
綴
っ
て
ご
絡
務
〈
だ
さ
い
。
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Z
応
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規
格
問
問
一
際
学
識
岡
思
議

附m
紙
五
時
帆
ぐ
ら
い
で
、
題
、
紋

所
、
氏
名
、
生
年
月
潟
、
縦
刀
女

開
制
を
附
明
記
し
て
く
だ
幸
い
e

未

発
表
町
も
の
に
擦
り
ま
す
。

a締
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切
り
昭
如
刊
間
間
十
八
年

一
一
月
末
日
、
蝉
掛
滋
的
場
合
は
抱
一

目
的
消
印
あ
る
も
の
ま
で
務
総

4
応
募
先
殺
係
予
+
市
役
所
総

務
部
総
数
人
前
中
一
議
宛

品
設
応
募
議
会
開
践
に
記
念
品
、

俊
秀
な
も
の
に
つ
い
て
は
般
に

震
を
綬
与
、
応
募
き
れ
ま
し
た

滋
綴
は
原
則
別
と
し
て
川
地
銀
い
た

し
ま
せ
ん
。

務
総
に
つ
い
て
は
、
市
役
所

総
務
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品
惜
番
人
務
総
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問

い
合
せ
〈
だ
寺
山
い
。

果
民
の
消
防
践
で

芯
川
…
劇
団
長
が
諜
彰
受
け
る

日
常
棋
を
開
問
わ
ず
火
災
と
水
議

時
間
ふ
ん
に
取
9
緩
み
、
い
っ
た
ん

災
祭
事
故
が
お
こ
れ
ば
一
身
一

家
を
額
み
ず
に
議
説
明
に
急
行
し

て
黙
々
と
働
〈
哨
問
料
問
機
関
H
E
開国

体
的
功
綴
を
た
た
え
る
サ
ン
ケ

イ
新
開
4
1
榔
級
交
同
町
主
催
幾
何
点
閥

均
添
削
判
的
協
時
間
自
民
』
的
選
考
委

闘
刷
会
に
お
い
て
お
掛
川
削
剛
関
長
が

滋
ば
れ
十
一
…
月
五
居
手
#
惜
敗
文

化
会
織
で
表
彰
式
が
行
な
わ
れ

俊
樹
紛
い
た

L
ま
し
た
P

十
羽
掛
川
邸
機
w
慨
は
昭
和
関
与
移

住
駅
間
嶋
附
時
制
緩
情
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時
間
手
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作
品
附
以
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実
に
附
閥
十
間
関
年
も
の
長
い
間
に

わ
た
り
抽
同
時
間
に
献
身
的
問
な
お
動

を
さ
れ
て
き
た
も
仰
で
、
中
市
閥
抗

再
生
命
、
対
惑
を
守
る
た
時
制
払

食
泌
を
投
げ
出
し
殺
に
そ
的
被

惑
を
最
少
問
問
擦
に
喰
い
止
め
て

き
た
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
は

家
銭
的
方
々
た
ち
内
総
々
な
ら

ぬ
協
力
、
内
紛
も
あ
っ
た
も
の

で
す
。袋
線
品
叫
に
は
臭
事
ん
も
…
絡

に
泌
総
し
て
紛
れ
の
表
彰
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
n

冬
の
事
故
防
止
運
動

年
末
・
年
始
に
か
け
て
の

飲

酒

運

転

追

放

今
年
に
入
ヴ
て
す
で

ι十
六

名
内
線
い
命
が
我
孫
子
管
内
で

交
通
事
故
に
よ
り
失
な
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

す
で
に
、
今
年
も
践
す
と
こ

右
手
月
と
企
り
ま
し
た
が
、
ニ

れ
か
ら
年
来
、
年
始
に
か
け
て

交
泌
絞
め
機
郊
に
伴
う
事
故
、

お
よ
び
欽
滅
畑
地
絞
に
よ
る
家
紋

の
多
発
が
予
怨
さ
れ
品
ま
す
。

こ
れ
ら
内
こ
と
か
ら
、
去
る

十
内
一
月
十
詰
か
ら
間
前
十
一
月
九

円
口
ま
で
冬
的
交
通
事
故
防
止
巡

品
開
が
姶
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

各
市
革
附
崎
、
抽
制
服
帯
で
は
コ
摺
を

飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い
』
、
『
渓

較
す
る
昨
吋
辻
泌
を
欽
ま
な
い
恥

『
常
時
総
す
る
人
に
端
的
を
す
す
め

な
い
知
的
え
な
い
総
動
を
申
し

合
わ
せ
楽
し
い
授
与
が
淑
え
ら

れ
る
よ
う
後
ん
な
や
、
淡
添
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
‘
棋
を
怒
張
す
る
人
N
M

仕
事
に
滋
わ
れ
て
の
ス
ピ
!
ャ

波
打
民
‘
い
黙
認
な
滋
誠
治
時
一
足
可
危

険
殺
円
高
い
行
為
を
し
な
い
よ

う
む
燐
け
て
〈
だ
さ
い
a

七
十
議
以
上
の
方

医
療
費
公
費
員
組
制
に

殺
人
悩
陥
没
法
的
一
務
次
民
に

よ
呼
昭
和
開
間
十
八
年
一
日
付
一
日

か
ら
老
人
隊
機
時
日
公
校
良
抑
制
制

度
が
疑
似
品
し
熔
七
十
時
域
以
上
将

棋
品
人
に
鐙
療
費
を
繍
議
中
市
町
一
ニ

殺
が
負
殺
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
6〈

た
だ
し
、
本
人
ま
た
は
扶

幾
義
務
品
礎
的
所
得
が
一
定
繍
以

上
で
あ
る
機
会
は
対
象
か
ら
除

か
れ
ま
す
也
を
お
、
本
市
に
お

い
て
は
所
得
制
制
緩
者
に
つ
い
て

も
際
療
綬
を
支
給
す
る
手
織
で

十
ア
。
}す
で
に
七
十
銭
以
上
め
老
人

に
対
し
俄
人
取
に
老
人
隊
機
発

来
年
入
学
児
滋
の

健

康

診

断

来
年
四
月
に
入
熱
す
る
出
血
案

内
鐙
嬢
診
断
と
銀
総
テ
ス
ト
を

次
の
と
お
れ
ワ
実
施
い
た
し
ま

か
ヲ
。
該
当
す
る
犯
裁
(
昭
和
開
閉
十

一
年
間
閥
均
二
日

1
開
明
和
隊
十
一
一

年
間
同
月
一

E
ま
で
に
ゑ
ま
れ
た

だ
)
は
各
挙
区
引
い
ι
と
に
必
ず
お

受
同
り
く
だ
普
い
，

な
お
、
時
間
H
H

午
後
一
降
か

ら
三
時
ま
で
で
す
。

受
抗
賄
容
認
交
付
申
綴
畿
を
滋
付

し
ま
し
た
の
で
‘
必
桜
な
事
項

を
け
ぷ
終
的
う
え
必
ず
相
聞
出
し
て

く
ど
さ
い
。

ま
た
、
淀
川
酬
に
つ
い
て
は
磁

波
事
務
所
へ
ご
注
総
く
だ
さ
い
a

ス
キ

i
晶
親
密
島

ス
ポ

i
ツ
品
開
宗
一
の
一
環
と
し

て
次
め
ど
お
り
ス
キ
!
救
護
を

側
関
縫
い
た
し
ま
す
。
一
人
で
も

品
る
い
は
ご
家
族
連
れ
で

L
お

筑
緩
い
参
加
〈
だ
き
い
。

wv
期
日

A
縦
一
月
十
九
宮
(
佼

一行
)
1
一一

i
一
一
日
喜
市
耽
‘
d

H

月
一
一
日
〈
和
弘
行
)
i
υ
A
E

(
接
金
総
夜
魚
沼
対
)

干
場
原
料
判
潟
県
夜
間
帯
ス
キ
ー

仏訓
W

V
人間調

A
惜
駐
日
庇
各
殴
十

名
(
伶
滞
緩
酬
明
、
定
員
に
な
り

次
然
絞
め
切
り
ま
す
e
〉

曹
会
後
六
千
m
門
〈
仰
悶
治
資
、

交
遜
繭
閥
、

3
1
4
料
、
出
向
後

品
同
会
む
)

V
榔
民
総
中
市
内
に
骨
税
金
、
伝
学
、

在
勤
の
も
の

V

コ
ー
ス
知
初
心
者
‘

M

判明科‘

ゆ
然
、
上
級
の
問
問
コ
ー
ス

wv
申
し
込
み
仲
間
教
育
委
民
会

討
会
教
嚇
持
制
時

醐
醜
接
選
挙
人
名
簿
を
作
成

一
月
十
日
ま
で
に
申
舗
を

毎
年
一

n，
H
現
保
寸
終
索

後
終
分
後
員
同
選
挙
人
名
簿
民
高

級
の
た
め
の
巾
絞
殺
を
提
出
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ニ
町
名
簿
笠
純
明
は
、
農
薬
品
官

貝
の
遂
犠
・
に
絞
わ
れ
る
伯
川
被
な

も
円
で
す
e

名
簿
的
交
錦
戦
資
総

叫
体
制
哨
和
ニ
十
八
率
問
潟
一
言
以

品
開
に
生
ま
札
本
市
に
住
所
を
官
制

す
る
方
で
‘

4
ア
ー
ル
以
上
的

燦
地
に
つ
き
耕
作
的
裁
務
を
営

む
も
の
、
ま
と
は
そ
師
向
線
的

胡桃核拡制
L
〈
は
そ
伺
際
問
問
者
で

年
側
関
お
お
む
ね
六
十
詩
以
上
務

作
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
必

要
で
す
a

権
時
制
用
紙
は
臨
荷
な
級
公
民
討
を

捕
時
し
て
お
え
ぱ
り
し
ま
す
が
‘

用
紙
時
総
か
な
い
場
合
同
凶
、
曲
縦

艶
散
後
同
民
会
事
務
開
珂
へ
ご
述
内
相
く

だ
さ
い
。
な
お
‘
山
・
州
制
世
官
官
説
日
間
内
総
慈

市
中
柄
引
に
留
意
向
、
ヲ
え
記
載
L
.

一
月
十
自
ま
で
に
融
般
市
京
総
A
V
H院

に
お
印
刷
け
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

コ
i
ナ
i

側
略
鎗
田
内
か
ら

恥

府

間

明

い

十
暗
殺
州
地
区
町
会
品
筑
後
緩
か
ら

の
火
災
・
救
急
輸
常
的
緊
急
通
報

は
一
一
九
品
搬
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

と
法
問
問
滋
岬
尚
北
山
刷
張
所
が
然
動

い
た
し
ま
す
e

こ
れ
は
滋
総
数
描
閣
の
関
係
上
、

や
む
を
絡
ま
せ
ん
が
市
部
匁
家
e

咲

い
い
ほ
柏
崎
一
克
丹
布
絞
山
州
開
制
一
時
に
援

滞
納
が
つ
な
が
る
よ
う
に
な
号
車

す。

主軍事耳1;1:昨年時スキ…教室産主後

登

記

所

か

ら

お

煩

い

後
訟
の
出
用
嶋
制
緩
は
次
の
湖
沼

ま
で
に
後
出
拐
さ
れ
ま
す
よ
う
ど

滋
カ
く
だ
さ
い
。

総
務
に
関
す
る
学
記
事
件

i
十
ャ
一
月
二
十
三
日
ま

で
に
千
葉
地
方
淡
務
問
時
我

綴
子
出
張
所

1 ~~_，.義には CI;;;;!警察からお麟い|きZA@
い漂う事火包 けメ£手、J …
ごるしいす主主ましず談て事務 まは乗らヴ liIニ総
約よる。る t立たま孟ミ点い主主}詰@ L必準れトJ.I ~堅持1
nうにきょ火‘し有等まが者 主ずすてのか車-で
察に反らうも夜よ告ですき善的l'lかるい蒸らす会
審し射ににき~ ~II う織は. ~ 9E章言 。よどま用する O
〉てテ段しい的。五翠必交 Lt:車 りきす;がで A C 

加
制
大
ゴ
ミ
の
選
搬
は

布
後
の
相
暗
立
柏
崎
ヘ

キ
求
で
お
家
的
織
も
大
同
開
除
籍

で
危
体
問
時
制
や
経
大
ゴ
ミ
が
山
尚
ま

す
が
、
こ
れ
ち
の
総
求
は
自
治

会
的
収
集
罫
い
い
山
糾
し
て
、
み
だ

り
に
不
法
例
抗
議
は
し
な
い
よ
う

と
協
力
く
だ
さ
い
@

市
で
行
な
い
ま
す
州
戦
集
以
外

に
捨
て
よ
う
と
す
る
も
丹
は
、

夜
家
潟
市
平
で
お
丹
ゴ
ミ
綴
支
絶

〈
お
絵
浅
関
続
殺
悶
刷
)
に
遂
榔
摘

し
て
も
引
期
的
問
附
由
民
向
指
示
に
絞

っ
て
体
制
て
て
く
だ
き
い
e

高

校

滋

縫

教

育

生

徒

務

総

務
宅
で
総
数
し
、

Rn二
回
日

開
槻
口
叫
に
受
然
、
間
同
年
間
岡
市
川
学
捌
闘

で
金
銭
制
側
、
出
晶
体
吋
割
問
と
A

拍車く日間

に
お
校
卒
的
資
織
が
鋒
勾
れ
ま

す。
決
し
て
出
滑
な
道
で
は
み
り
ま

せ
ん
が
、
向
山
聞
な
時
吋
州
問
に
肋
間
後

が
で
き
、
叩
イ
ペ
ー
ス
で
学
総

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
内
は

滋
綴
教
育
の
終
点
で
小
。

臨
明
書
的
必
け
品
目
け
は
、
一
一
…
月

十
.
…
一
お
か
ら
mm
月
十
一
一
日
ま
で

に
本
人
が
持
挙
し
て
く
だ
さ
い
。

い
て
は
県
双
子
綴

後
数
。
四
七
一

(
五
二
九
二
一
一
一
コ
橡

A
V
戦
闘
異
議
終

我
孫
子
市
浄
水
場
企
業
戦
災

を
次
め
と
お
り
募
集
い
た
し
ま

す
的
で
希
望
者
は
お
山
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

V

臨
輯
輔
構
お
よ
び
相
帯
感
予
然
人
気

水

浴

工

手

…

名

曹
資
格
年
鮎
脚
二
十
五
従
来
機

的
弱
官
同
等
学
校
卒
業
以
上

約
者
で
本
市
内
に
税
伎

wv
由
申
し
込
み
手
掛
概
喜
市
販
の

回開出版滑
M
h
い
犯
人
的
、
ヲ
え
階
級

開
門
十
七
年
十
二
月
十
七
円
口
か

ら
十
二
月
4
γ
ず
公
日
ま
で
に

災
綾
子
市
水
遊
管
田
仕
事
務
所

総
務
係
へ
お
申
し
込
み
〈
だ

M
R
C

い。な
お
、
糊
棋
盤
舎
は
本
人
が

持
品
事
し
て
く
だ
さ
い
。
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